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月
一

H
よ

り

實
施
の

筈
に

て

從

來
よ

り

遙

に

低

寧
な

り

と
h
一

月
十

五

H
冖
勅
令

第
五

號

に

て

國

際
勞

働
機
關

帝
國

事
務

所
官

制
公

布
即

日

實
施
〔

一

月

十

t

日
】

ル

ー

ル

地

方

占

領

の

爲
馬
克
は

一

磅
に

付
七

萬
四

千

五

百
馬

克
に

暴

騰
す
【

［

月

十

九

11
】

佛
國
は

エ

ッ
　舮

セ

ン

北

方
の

九

國
有

炭

礦
を

差

押
ふ

▲

牒

合

國
ラ

イ

ン

ラ
・’
ド

委

貝
は

石

炭

秕
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關
晩

收
人

占
領
地

帶
に

於
け

る

森
林
の

擔

保

差
押

命

令
τ

公

布
す

▲

所

得
税

法
　
贇

業

挽

法

印
紙
秕

法
の

各

改
正

及
石

油
淌

費
税

法
の

廢
止

閣
議
に

て

決
定

す
【

一

月
二

十

日
】

ル

ー

ル

地
方

園

有
蛾

山
は
一

月
二

十

二
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よ
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瀧
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行

す

べ

く

命

令
」

る

【

冖

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
“

角
二

十
一
日
】

獨
逸

藏

相
は

命
令

を

以

て

關
秕

石

炭
税

輸
出

秕

を

獨

逸
以

外
の

國
人
へ

“

の

勘
定

中
に

拂

込
む
・

と

を
禁

止

す
［

一
月
二

士

百
】、
協

調

會
は

工

場

法
改

秦
の

鑑

悶
に

獄
し

深

夜

篥

禁
止

實
施

期
を

二

年

後
に

す
る

を

可
と

す

と

答

串
す

【
一

月
二

十

三

日
り

来

國
政

府
は

佛
剛冖
の

ル

ー

ル

地

方

占
領」
政

策
に

羅
對
不

賛
成…
の
埠

日

を
聲
明

ナ

【

一

旦
芋
四

乱
工

業

倶
樂

部
は

融
愈
局
よ

り

諮

問
の

工

楊

法

改
止

案
に

對
し

答

申

す
【

二

月

二

＋

五

凵
】

佛

軍
は
ル

ー

ル

地
力

を

二

箇

年

間

占
傚
の

意
嚮
あ

”

と

傳
ふ

【

一

月
二

十
亠

ハ

日
レ

賠
償

委

員
魯
は一
蜘

逸

の

要
求

を
拒

紲
す

る

に

決
す
血
即
ψ
り…
購細
腆

問

題
は
一

昨

年

五

月
の

支

拂

條
件
に

復

プ
、

▲

山

東

載
逍
は

愈

支
那

側
に

て

運

韓
せ

ら

る
」

事
と

な

る

【

＝
月
三

十
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】

彿
白
兩

國
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獨

挽〜
の

賠

償
不

履
行
に

對
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る

制晶
裁

と

し

て
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ー
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方
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ハ
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石
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乱

は
一

般
の

粉

米
炭

燃
焼
問

題
や

コ

ー

ラ

イ

ト

利
用

問

題
に

關
し

て

好

參
考

賓

料

と

考
へ

ら
る

仍
て

之

を
譯

出
し

て

會
誌
に

寄
柵

す

る

こ

と

と

せ

り．
　
へ

日
下

部

義
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汽
舗…
叉

は

製伸
蝉

帽隅
に

粉
末

状
コ

ー

ラ

イ

ト

の

經

濟
畝

剛

焚
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に
曲
肌

て

　
【

コ

ー

ラ

イ

ト

粉
木

状
態
の

燃
焼
】
　

余
は

近

頃
再
執…
爐

及

水

管
式
汽

罐
ヘ
パ

ブ

コ

”

ク
、

エ

ン

ド
、

ウ

壟

ル

コ

ッ

ク

ス

及
ス

ダ

ー

リ

ン

グ
）

　
に

て

粉
宋
幣

態
の

コ

ー

ラ

イ

ト

を

經
濟

的
に

燃

焼
す

る

問

題

に

就
て

研
究
せ

り

粉
状
コ

ー

ラ

イ

ト

と

低
級

有

煙
炭
と
の

燃

燒
を

比

較
す

れ

ば
次
の

推

定
を

得
、

利

盤

と

し

て

　
一
、

粉
未
状

態
の

コ
ー

ラ

で

ト

は

能
率

甚
だ

高
し

　
一
、

コ

ー

ラ

イ

ト

は
高

度
の

發
熟
暈

を
有

す

　
一
、

高

温
度
を

得

　
一

、

明

か

な
る

光

輝
あ

る

孀
を
組

ず

　
一
、

貯

戯
に

安
全

な

り

　
一
、

茨
分

少

な

し

　
一

、

乾

燥
せ

る

こ

と、

及

分

析
の

堅
磁

圦
（

成
分
の

｝

定
せ

る

こ

と
）

　
此

比

較
に

は

低
級
な

る

有

煙

炭
を

選
び
た

り

是

危
の

經
瞼
に

て

は
コ

ー

ラ

イ

ト

を

燃

や

す

考

の

な

か

り
し

と

き

に

粉
状
石

炭
を

燃
や

す
こ

と

を

考
へ

れ

ば

低
級

な

る

燃
料

を
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用

ふ

る

こ

と

は

興

味
の

あ

る

こ

と

に

て

實
際
よ

り

云
へ

ば
上

等

な
る

石

炭

を

燃
や

し

て

價

値
あ

る

副

産
物

を

と

ら

ざ
る

は

根
本

的

に

誤
な
り

と

思
惟

す
o

　
【

粉
朕

燃

料
の

燃
燒
】

　

粉
状

燃

科
の

理

論
は

普
く

知

ら
れ

居
り

蛇

足
の

嫌

あ

れ

ど

余

の

親
冷

二

暦
明

か

に

す

る

爲
め

次
に

此

燃
燒

法
の

特

徴

を
述
べ

ん
σ

燃
料
ほ

先

づ

徹
細

に

碎

か

る、

此

微
細
の

稈

度
は

範

々

議
論

あ
れ

ど

百

目
の

節

を

通

る

も

の

が

九

五

％、
二

昌

百

目
を

通
る

も
の

が

八

王

％
と

せ

ら

る、
　
然

し

最
近
の

報

告
に

て

は

之

丈

の

細

度
ほ

必

要
に

あ

ら
ず

と

構
せ

ら

る
、

此

報
告

は

實
驗

と

余
の

觀
察
と

の

結

果
に

よ

り

て

碓
め

ら

れ

た

り

粉
末
と

な

し

て

後
燃

料
は

燃
や

†

に

必

要

な

る

空

氣
を

大

氣
温

慶
か

叉

は

豫

め

温
め

て
一

所
に

よ

（

混
交
し

少

し

歴
力
を

加
へ

て

羽
口

に

搬
べ

ぱ

其

所
に

て

點
火

さ

る

蛭

燃

料
の

粒
子

は

空

氣
に

て

圍
室

れ

通

路
を

通
る

間
に

燃
ゆ

る

も

の

な

り
、

發
生

煖
の

難
饗
難
齢
影

繼
無
腕

踵

蒹
麟

欝

し

て

批

事

實
は

最
近
の

徹
底

的

試
驗
に

よ

り

て

誰

明
せ

ら
れ

た

り
、

然
れ

ど

皇、
々

雌

汽

雙
は

諜
爐
に

て

讐
全

攀
を・
考

二
方
・

得
ら

る

』

籍
・

封
し

て

鶉
豊

讌
糒
謝

纛
激

耀
酵

讐
黔

講
糶

∴

灘

難
覊
韈
飜
懿

直
に

燃
燒
す
e°

無

煙

炭
は

執…
最
大

な

れ

ど

も

粉
末

献
態
に

て

は

單

獨

に

て

燃
え

難
き

不

便
あ

リ
。

低
級

有

煙

炭
の

粉
叉

は

屑
は

次

分
を

多
く

曹

み

居

れ

り
、

水

分
を

多
く

含
め

る

と

細
か

き

石

炭
に

て

は

極
め

て

乾

燥
し

難
き

を

以

て

石
炭

を

洗
ふ

こ

と

は

此

敏
障

を

拌
ふ

燃
料
中

の

萩
は

粉
末

状
態
に

て

燃
甲

せ

ぱ
火

櫨
子

に

て

燃
や

す

時
の

如
く

悪

影
響

　

　

　

　

　

　

　

雑

　
　

　
　
鎌

な

し

と

壟
も

他
の

焚
き

方
に

て

は

夫
程

に

感
ぜ

ざ
る

悪
き

影
響
あ

り

即

ち
一

噸
の

石

炭

を
概

末
に

す

れ

ば

或
る

費

用
を

要
す
る

も

其
費

用

は

石

炭
の

發
執…
量
の

高

低
に

拘

ら
ず

同
樣
な

り
、

之

れ

を
有

效

仕
事

量
の

割
合

に

喪
は
す

と

き

は

附

録
二

9
如
し
。

　
蒸

氣
の

發
生

叉

は

製

煉

爐
内
の

燃
撓
に

粉
朕
コ

ー

ラ

イ

ト

を」
用
ふ

る

と

高

能
牽

を

得

る

と

云

ふ

こ

と

は

余
の

持
論

な

る

が

著
し

最

も

能
傘

よ

き

結
果

を

望
む

な

ら

ば

汽

罐

の

燃
燒
室

を

特
に

コ

ー

ラ

イ

ト

を

利

用
し

得
る

や

う

設

計
す

る

こ

と

が

必

要

な

り

然
し

粉
状
コ

ー

ラ

イ

ト

の

燃
燒
に

都
合

よ

き

爐
は

有

烟

炭
の

燃

僥
に

は

役
立
た

ず

迸
に

有
烟

炭
の

燃

燒
に

都

合
よ

き

爐
は

コ

ー

ラ

イ

ト

に

は

役
立

た

ず
と

云
ふ

意
味
に

あ

ら

ず

最
良

の

結

果
を

得
ん
と

す
る

に

は

燃

燒
峯

を

相

當

模
樣
替

を

な

さ

ざ
る

べ

か

ら

ず

と

い

ふ

に

あ

り
之

は

主

に

汽

罐
の

燃
燒

室
に

就
て

言
へ

る

も
の

な

る

が

或

る

製
煉

爐
に

は

毫
も

變

更
の

必

要

な

き

も
の

あ

り
一
七

％

を

示

す

炭
酸

眠
斯

が

燃

燒
瓦
斯

中
に

含
ま

る

、

状

態

が
一
日

中

繼

續
せ

ら
る、

こ

は

試
驗

期

間
菩
通

の

火

夫

に

て

決
し

て

熟
練
な

る

人

に

て

行

は

れ

た

る

に

あ

ら

ず
此

炭
酸

武

斯
の

割
合
は

一

酸
化

炭
素
の

痕

跡
も

な

く

瀦

離
酸

素

の

二

％
よ

睦

多
か

ら

ざ
る

臘
態

に

於
け

る

も

の

な

り．

　
汽
鍛〜
能

隼
上
の

炭
酸

瓦
斯

量
の

效
果

は

附
鑢呷
三

の

曲

線
二

に

示

せ

り
、

こ

れ
に

依
つ

て

勲
の

摂
失
も

剃

明
す

、

即
ち

炭
酸

践

斯
の

割

合
高
き

こ

と

は

汽

罐
能

攀
に

著
し

き

效

果
あ

る

こ

と

に

し

て

注

意
す
べ

き

こ

と

な
り

機
械

的
か

固

定
せ

る

火
格

子
に

て

宥
烟

炭

を

燃
や

す

と

し

て

經
驗
上

に

て

は
一

〇
％
の

炭
酸

瓦

嘶
が

生
ず
れ

ば

良
き

方
な

り

多
く

の

汽

罐

揚
に

て

は

此

數
字
に

逹
寸

ろ

事
と

目

的
と

し

て

其
或

る

も
の

はr
若
し

火

夫
が

其

勤
香
の

大

部
分
の

間
丗

成
績
を

持

横
へ

る

な

ら
ば一
其
火
夫

に

金
鈍

の

報
酬
を

提

供
せ

ん

と
ま

で
な

し

居
る

も

の

と

信
ず、

余
は

工

業

的
に

大

抵
の

場
合
は

此
歎

字
は

六

乃

至

15

％
が

最
も

鶏

通
な

り

と

考
ふ

o

余
の

考
に

て

は

過

熱
器
と

節

炭
器

と
の

備
は

れ

る

汽

罐

に

て

粉

状
コ

ー

ラ

イ

ト

を

焚
け

る

場
合
に

八

六

％
の

能
牽

を

舉

げ
ざ
る

と

い

ふ

理

な
し

と

思
考

す
。

汽

罐

更
に

的
碾

に

云
へ

ば

汽

罐

燃

燻
室
が

特
に

コ

ー

ラ

イ

ト

を

燃
ρ

す
爲

め

に

造
ら

れ
て

放

熱
に

對
し

て

も

絶

緑
さ

れ

て

あ

れ
ば

次
の

如
き
ヒ

ー

ト

バ

ラ

ン

ス

レ

ー

ト

を

得
ん

、

放
熟

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
四

乃

至

五

％

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
六
三
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雜

　
　
　

　
踐

煙

　

筒
　
節

炭

器
を
出

る

筑

斯
は

華
氏
三

〇

〇

度
に

て

一
七

％
の

炭
酸
瓦

斯
あ

り

と

　

L
て

の

損
失

爵

鶲
勸
卵

−

−

集
翫
郡

…
七

％

．
其

他

　
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四・
00

％

　
・
摂

　
失

　
計
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

約
一
四
。
OO

％

−
汽

罐甲
、

皿

迥
執勘
器、
旃

即

炭

器
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

八
亠

ハ

．

OO

％

　

’
鶴

　
計

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

〇

〇・
00

％

　

「

高
き

能

率
」

み

云

ふ

項

に

て

は

術

發
熱

量
の

高
き

こ

と

及
明
る

き

光
の

強

き
燔
の

こ

と

を

記．
さ

ざ

る
ぺ

か

ら

ず
或

る

實

驗
に

て

燃
儘棚
室

の

温

度
は

甚
だ

高
く

即

華
氏

二
、

五

QO

度
以

上

な

る
に

火

焔
は

其

熱
を

容

易
く

與
へ

て

汽

罐
及

過

熟
器

を

溢
じ

た

る

瓦

斯
の

温

度
は

高

繖

汽

罐
に

て

は

夲

均
五

二

五

度、

下

級
汽

罐
に

て

は

四

八

∩

度
乃

至

五

〇

〇

度
な
り、

又

節

炭
器
は

虱

斯
の

温

度
を

更
に

下

σ
、

或

實
驗
に

て

は

三

QO

度
ま

＝
ハ

四

で

垂

黛
勿

論

粉
状

；
イ
・

よ

星
ず
る

高
き

光

輝
あ

る

燿

は

護
備
の

鑑

嫉
料

鏨
−

乾

讐
・
・

灣
燃

售
・

警
裏
ず

妄
ふ

理

芒、・

率

垂
要
な

る

影

饗
を

有

せ

り
・

　

　
、

　

　

．

　
【

貯

藏
の

安
全
な

る

こ

と
】・

有
烟

炭
を

粉

末
状

態
に

て

永
き

間
貯

藏

す
れ

ば
自

然

發

火

を

越
し

得
、

更
に

能
く

知

ら
る

」

如

く

屑

炭
の

魂
炭
に

混

じ

て

或

期

間
相

當
の

條

件

に

て

貯

藏
す
る

と
き

91

魔
自
然

發
火
を

起
す

も

の

か

り
、

か

、

る

場

合
に

は

其
火

災
は

必

ず
し

も

大

な

る

危

險
な

き
も

非

常
な

る

損

失
と

不

便
と

が

趨
る

な
り
、

　
更
に

大

切
な

る

は

揮

發
分
に

富
め

る

石

炭
よ

り

出

る

極

め

て

引

火

し

易
き

瓦

斯
が

或

状

態
の

下
に

點
火

さ

る
工

危

險
あ

る

こ

と

な
り
」

此
瓦

斯
は

石

炭
が

粉
末
な

る

と

さ

に

最
も

早
く

皸

散
す
る

こ

と

は

勿

論
な
り

余
の

持
論

に

て

は

粉

状

有
烟
四
灰

は

充
曾

な

る

豫

防

策
を

施
さ

ざ
れ
ば

貯
藏
す

る

こ

と

能
は

ず、

其
上

貯

藏
は一
籔

日

間
閉

止
す

る

時
其

前

に

全

く

空
に

し

て
M

置

く

こ

と

必

要
な

り
っ

非

常
に

揮

發
分
の

少

な

き

コ

ー

ラ

イ

ト

の

貯

藏
は

假
令

塊
駿
に

て

も

粉
状
に

て

も

極
め

て

安
全

な
リ
．

　
「

友

分
の

少

彙
な

る

事
一

コ

ー

ラ

イ

ト

は

最
初

精
洗
さ

れ

た

る

石

炭
に

て

造
ら

れ

る

る

故
茯
の

含

有

量
は

從

て

少
な

し

前
に

述
べ

た

る

利
釜

即

動
力

經
濟
の

上

に

茨
分
の

少

な

　
き

燃

料
を

使
ふ

故
百陶
ら
に

他

の

利

盆

あ

り

即
ち

灰
の

院

分
が

省
け

汽

罐
叉
は

爐
の

灰

出

　
口

そ

れ
は

絶
野
に

は

加

減
せ

ら

れ

ざ
る

粉
炭

焚
き

耀
の

唯
一
の

口

な

る

が

之
れ

を

あ
け

　
る

時

間
は

最

小

限
に

て

濟
む

、

　

【

乾

燥
せ

る

こ

と
】

　
粉
末

状

燃
料
装

置
は

一

般
K

五

乃
至
六

％
の

水

分
あ
ろ

燃

料
に

　
て

取

扱
は

る

も

時
に

は

水

分
一

〇

乃

至
一
二

％
に

昇
る

こ

と

あ

り
、

　
然

し

石

炭
の

含

む

　
水

分
が

こ

れ

以

上

に

は

昇
ら

ず
と

保

證
す
る

こ

と

能
は

ず
、

こ

れ

は

若
し

粉
炭
が

供

給

　
せ

ら
る

れ

ぽ
特
に

注

意

を

要
す

る

も
の

な

り
、

粉

炭
焚
き
の

主

な

る

利
益
の

一
つ

は

廉

　
價
に

て

得

ら
る
、

粉
炭
の

利

用
な

れ

ば

此
水

分
を

有
す
る

こ

と

は

甚
だ

重
大

な

る

ζ

と

　
に

あ

ら
ず

如
何
な

る

燃
料
に

て

も

別

個
の

乾
燥

を
な

す
ζ

と

は

費
用

倒
れ

の

仕

事
に

て

　
殊
に

邁
當

な
る

用

意
な

く
し

て

揮
發

分
に

富
め

る

石

炭

を

乾
か

す
こ

と
は

危

險
な

る

作

　
業
な

リ
コ

ー

ラ

イ

ト

は

完

全
に

乾
燥

せ

る

利

益
あ

る

を

以
て

普

通
に

は

少

く
と

も

漕

費

〜へ

者
に

は

商

業
上
の

乾
燥
に

て

配
蓬

せ

ら

る
、

コ

ー

ラ

イ

ト

の

淌

費
者
は

石

炭
の

乾

餾
者

…

に

あ

ら
ず
と

云

ふ

蔚
提
に

就
て

に

し

て

若
し

淌
費

者
の

工

場
に

て

乾
餾
す

る

も

の

と

せ

 
　

此

乾

燥
と

云

ふ

問

題
は

置

大
な

る

事
に

し

て

粉
末
に

て

燃
や

す

と

し

て

乾
燥
せ

る

燃

皿

料
は

次
の

如
き

好
効

果
を

有
せ

り
。

 
　

一
、

徽
粉
に

す

る

動
力

を

減
ず

　

一
，

設
備
り

磨

耗
し

易
き

箇

所
の

壽
命
を

増
す

ハ
　

一
、

乾
燥

燃

料
は

全
體
の

能

攀
を

増

す

〜

一

粉
碎

杢
暦
微
細

と

な

る

．
　

無
蓋

車
に

て

雨

天
に

コ

ー

ラ

イ

ト

を

搬
ぶ

も

四
・
六

％
以
上

の

水
分
は

吸
收

さ

れ

ざ

　
る

こ

と

を
知
れ

り

此

水

分
の

コ

ー

ラ

イ

ト

を

粉
碎

す
る

も

極

め
て

滿
足
な

る

も

の

に

て

　
何

等

別

個
の

乾

燥
を

施
さ

ず
七

〇

目

の

篩

を
氏

六

％
以

上

慂
ぜ

し

む
、

浩

費
さ

る

ム

動

　
力
は
一

時

間
コ

ー

ラ

イ

｝
一

、

五

二

七

封

度
に

付
一
二

馬
力
な

り、

此

動
力
は

強
き

ド

ラ

　
フ

ト

と

燃
燒
に

要
す

る

突

氣
と
の

供
給

を

も

含

む

蒋
し

凡

八

％
の

水
分

を

含
め

る

同

量

　
の

有
烟

炭
な

扎

ぱ

恐
ら

く
一
人

馬
力

位

を

要
す

る

な

ら

む
、

竝
に

注

意
を

要
す
る

は

若

　
し

何

等

別
個
の

乾

爍
を

行
は

ざ
れ

ば
水

分
の

含

有
が

八

％
と

云

ふ

こ

と

は

普
逋
に

は

困
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難
な

る

こ

と

な

り
。

　

所

要
馬

力
を

金
高
に

常

篏
む

る

は

興

味
あ

る

こ

と

に

て

四・
六

％
の

水

分

あ

る
コ

ー

，

イ

ト

を

燃

燻
す

る

場

合、「
粉
碎

費
用

は

單
位

時

冏
に

一
片
の

電

氣
に

て

約
∵

志
二

片

田
分
の

一
な

り、
　一

方
八

％
の

水

分

を

含
む
有

烟

炭
の

揚
合
は

其

費
唄

は

粉
碎

燃
料
一

噸
に

付

約
一

志

八

片
な

リ
、

　

【

」

ー

ラ

イ

ト

の

分
析
の

堅

實
（

成

分
の
一

定

な

る

こ

と
）

】

す
る

燃

料
と

空
氣

と

の

供
給
の

加

減

を
な

す
に

利

盆

あ

り

一

度
燃

料
と

空

氣

と

の

供
給

が

或
る

割

合
に

極
ま

る

と

き
は

兩｝
者
の

調

節
の

慶
合

が

剣
り
睇
皿

督
が

省冖
略
さ

る
、

　

〔

コ

ー

ラ

イ

ト

の

性

質
】

　
コ

ー

ラ

イ

ト

は

骸
炭

屑
の

如
き

外

觀
を

呈
せ

る

が

其
様
に

堅
き

磨
切

作

用
を
呈

す
る

性

質
を

有
す

る

事
な

し

乾
燥

有
烟

炭

を

粉
痒
す

る

と

き

に

比

し
特

別

な

る

鯉

損
は

考
へ

ら
れ

ざ
る

程

に

て

乾
け

る
コ

ー

ラ

イ

ト

と

濕
れ

る

石

炭
と

の

粉
碎
を

比

較
す

る

と

き
は

睡

損
は
コ

ー

ラ

イ

ト

の

方
が

よ

き

結

果
を

表
は

す

も

の

と

余

は

信
ず

。

　

夂
コ

ー

ラ

イ

ト

は

ホ

ッ

パ

ー

中
に

て

よ

く

流
動

ナ
る

を

以
て

貯

覈
中

棚
を

作
り

叉

固

窪

り

な

ど

す

る
こ

と

は

極
め

て

少

な

し
し

　

【

含

有

鐵
屑
〕

鐵

屑
は

微

粉
や

屑

炭
の

中
に

よ

く
混

ぜ

る

も
の

な

る

が
コ
ー

ラ

イ

ト

に

は

混
ず
る

揚

合
少

な
し

、

そ

は

炭

化
前
に

洗

炭
さ

る

る

爲

め

な

り
、

鐵
の

屑
片
は

適

営
な

る

磁

力
分

離
器
な

け

れ

ば

粉
末
燃
料
襲
置
の

從

業
者

に

と

り

て

は

紹
え

ず
苦
め

ら

る
、

原

因
を

な

す

も
の’
に

て

粉
末
コ

ー

ラ

イ

ト

に

は

之
れ

が

除

か

る

る

は

よ

き

ζ

と

な

り
。

　

【

耐
火

剣
】

余
は

既
に

コ

ー

ラ

イ

ト

が

粉
末

状
に

て

燃
焼
せ

ら
る

れ

ば

非

常
に

高

温

度

を
得
る

事
を

蓮
べ

た

り
、

こ

れ

に

封
し

燃

燒
塞

内
の

耐
火

性
ラ

イ
ニ
ン

グ

が

其
作

用

に

献
え
得
る

か

否
か

の

疑
問

が

善
爼

起
る

こ

と

と

考
ふ

然

し−
若
し

燃
燒
室

が

間

違
な

く

設
計
せ

ら
る

る

な

ら

ば

そ
の

懸
念
は

起
ら

ず

余
の

意
見
に

て

は

此

設

註
の

問
題
は

煉

筑

の

選 
蹕

よ

り
も

寧
ろ

大

切

な

る

こ

と

と

考

ふ
o

　

温

度
の

高
き

燿
の

心

が

煉
瓦

工

事
の

壁
を

張

く

搖
り

叉

は

そ

れ

に

衝

突
な

ど
す
る

事

は

悪

し

き

も
「

雷

役
立

ち

て

而

も

審門
な

き
横…、
す

る

に

は

汽

罐
の

水

管
の

下

方
に

て

こ

の

雑

録

此

事

は

勿

論

燃

燒
に

要

　
最

高

温

度
の

出
塾

つ

る

檬

に

せ

ざ
る
べ

か

ら

ず
、

　
さ

す
九

ぱ

夏
に

高

温

度
が

汽
罐　
の

水

管

　
に

狽

害
を

典
へ

ざ
る

や

｝
二
試

ふ

疑
問
を

抱
く

も
か

、

る

高
温

度
が

永
き

間

得
ら

る

エ

戦

　
罐
を

余
が

注

意
し

て

監

覗
L
た

る

結
果

に

よ

れ

ば

水

管
の

隆
曲
又

は

垂

弛
の

事

實
が

毫

　
も

認
め

ら
れ

ざ
る

こ

と

に

て

之
れ
に

鑾
す
る

解

讐
は

充
分
な

ら

ん
o

…

・

蓬
・
・

爨
蠡
爨
作

業
・

關
・

・

他

・

藁
・

け
・

ぱ

漿

譲
態
に

。

．

ー
フ

ィ

、

を

燃
燒
す

る
．
』

乏

を

推
奨
す

る

に

躊
躇
せ

ざ
・

あ
な

垂
を

宀

蓮
ぺ

た

る

な

リ
o

（

ゼ」
二

、

エ

ス

、
ア

ト

キ

ン

ソ

ン

、

）

へ

附

鋒
一

・

此

試

醫
鏤
バ

タ

シ

！

；

二
・

パ

ゆ
・
・

キ

ニ
・

薈

踟

沚
の

工

揚
に

て

行
は

れ

た

る

も
の

に

て

其

結

果
を

漫
然

と

眺
め

た

る

の

み

に

て

は

滿
足

葛
る

撃
と

な

り

居

ら

ざ
れ

ど
非

箆
興

味

あ
る

も

の

な

り
・

砦
工

場
に

て

晴
せ

む一

る

汽

罐
は

有
烟

炭
を

梁
状

態
に

て

燃
や

す

律
設
計
さ

れ

て

遜
ら

れ

た

る

も
の

な

れ

ば

燃
燈

室
が

捲
に

・

ー

ラ

イ

ト

に

適
す

る

棧
に

造

ら
れ

た

る

揚
合

の

最

上
の

結

果
は

期

一

し

得

ざ
り

し

謬
な
り
。

有
烟

炭
は

其
性
質
に

よ

り

て

火

格
子

に

燃
や

さ

る

此
は

長

焔
石

碇
と

さ

斐
無
烟

炭
及

難
簿
藩
・

燃

料

毒
ら
・
・

了
ラ

イ

・

は

勿
論

此

後

薯
の

轄…
に

擘
耄

窪
る

が

漿
状
に

て

之
れ

を

馨
す
と

す
れ

ば

其
焔
の

長
さ

　
よ

り

し

て

火
格

子
に

て

燃
や

す

時
に

は

寧
ろ

反
對
に

前
者
の

種
類
に

入

る

べ

き

も
の

と

　
な

る
。

心
　

此

問
題

は

少
し

考
ふ

れ

ば
、

直
に

列

明

す
る

こ

と

に

て

炭

素
の

微

細

な
る

織
子

が

エ｝

先
全

燃
燒
に

必

要
な

る

空
氣

嶋
て

園
ま

れ

た

る

燃

巉
室

内
に

吹
き
込

ま
る

れ

ば
此

微

…

講
講
顯
默
艀

転
魏
黏
嘛

黔
齶

濕
鞴
隷
誕

｛

間
に

亘

て

通
れ

ば
長

焔
に

見
ゆ

る

も

の

な

り
、

叉
一

方
に

於
て

、

　
有
烟

炭
の

粒
子

が

爐

ハ…

の

申
に

吹
き

込
ま

る

れ

げ

實
際
に

分

壞
が

生

じ

石

炭
中
に

あ

る

杢

揮

發
物

は

忽
ち

焔
と

變
化
す

る

も
の

な

れ

ば

單
に

最

高
の

時
に

て

も

五

割
以

上

は

含
ま

れ

居
ら

ず、

固

定

炭

素
の

み

が

其

迺
路

を
通

る

間
段
々

に

清

費
さ

る
Σ

こ

と
」

な

る
。

故
に

有

烟

炭
は

粉
末

　
状
に

て

燃
す

時
は

容

俵
は

大
な

る

も

長
さ

の

短
か

き

畑

を
生

ず
無
姻

炭

骸

炭
叉

は
コ

ー

　
ア

イ

ト

は
バ

ア

ナ

ー

の

近

く
に

て

は

容

積
の

少

な

き

蝌
を

生

ず
る

も

粉

末
状

に

て

燃
や

一

六
胤
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錢

47

ゆ
’i

2汚

t凱

ご巴
30

軋

忙

uJ

ρ
O
餡

」
《
ト
o
ト

」

O

疹
昌
Zu

り
τ
U

臨

i

ρ

LAL 。 RIFtCXfALUE ∩ FFur 」BTU
’
t

し な 含 炭 の に の て 燒 す の の 罐 例 が 料 し ら ざ を 他 質 料 粉 を に す
゜

・ 黷 驟 騒 歪篇 鰾 識 鰈 鰻 粤鞣真鎌 手黌
　 べ く 割 る 燃 中 料 り 燃 突 も 管 汽 面 子 燃 若 か へ 性 に 性 燃

゜

焔 更

一

六
六

　

　
プ

ラ

イ
ス

・

パ

テ

ン

ト
。
キ

ヤ

ン

ド

ル

會

融
の

工

揚
に

て

行
は

れ

た

る

コ

ー

ラ

イ

ト

の

　
試
瞼
に

て

優

れ
た

る

温

度
が

燃
燒
室

内

に

て

生

じ

た

0
然
し

幾
分
の

燃
燒
室
の

床

に

　
落
ち

た

る

後
に

て

も

未
だ

燃
え
っ

丶

あ

る

の

み

な

ら

ず

更
に

汽

罐
の

最

初
の

阻

板
バ

　
ッ

フ

ル

）

に

集
め

ら

れ

た

る

茨
に

は

多．
く
の

燃
え

ざ
る

炭

素
の

含
ま
る

エ

こ

と

を

知

　
れ

り
o

　
　

次
に

第
一
の

條

件
を

述
べ

ん

に

粉
末

状
の

コ

ー

ラ

イ

ト

の

徽
粒
は

燃

橈
室

を
通

り

其

　
途
中

に

て

燃
ゆ

る

も

燃
燒
が

完

了

す
る

前
に

其
床
に

當
り

て

落

下
す

而
し

て

床
上

に

て

　
　
術

燃
ゆ
る

も

こ

は

最
も

有

效
な

る

燃
え

方
に

あ
ら

ず

熱
も

此

原
因

に

て

損

失
す

、

　

　
第
二

の

條
件
乏

し

て

は

次
の

如

き

影

響
あ

り
、

炭

紫
の

微

粒
は

燃
燒

室
の

床
に

落
ち

　
ず

し

て

ド

ラ

フ

ト

に

て

吹
き

上

げ

ら

れ

水

管
に

衝

突
す

、

や

」

も
す

れ

ば

此
所

に

て

は

　

燃
え

方
が

充
分

に

あ
ら

ず
し

て

直
ち

に

粒
子

は

水

管
の

冷

却
す

る

影

響
を
う

け

て

燃

燒

　
が

止
ま

る
、

故

に

此

粒
子
は

孕

ぱ

燃
え
た

る

胱
態

に

て

搬

ぱ
鼻

て

第
一
の

バ

ッ

フ

ル

の

　

蔭
に

堆

積
さ

る

此

庚

分
を

分

析
す

れ

ば

五
・
七

％
の

未

燃
炭

素
の

含
ま

る

る

こ

と

を
知

　
れ

り
o

更
に

設
備
の

全

能

傘
に

影

響
す
る

他
の

條

件
は

燃

嶢
室

は

或
る

限
ら

れ
た

る

廣

　
さ

に

し
て
コ

ー

ラ

イ

ト

よ

り

生

ず

る

高

温
度
の

爲

め

に

若
し

炭

酸
虱
斯
が
】

七

％
と

云

　
ふ

如

き

高
き
鍛

字
の

映
態
に

保

て

ぱ
燃

燒

室
内
の

友
は

熔
け

て

其
處

分
に

困

難
す

る

事

　

と
な

れ
り
∩一

此

試
驗
の

始
め

に

は

一

七

％
と

云
ふ
山

灰

酸
武

斯

を

生
じ
た

る

が
、

こ

れ

は

｝
　

茨

を
扱
ふ

上

よ

り

見
て

低

減
せ

ら

れ
ざ
る

ぺ

か

ら

ず
。

　

　
此

二

つ

の

損
央

即

茨
中
に

消
費
さ

れ

ず
し

て

殘
る

炭
索
と

減

率
さ

れ

た

る

炭

酸
瓦

斯

と

は

或
穐

度
ま

で

確

貴
に

辭

算
せ

ら
れ

し

も

燃
漉
室
の

底

に

堆

績
さ

る

る

前
に

燃．
凡

切

　

ら

ざ
る

コ

ー

ラ

イ

ト

に

屬

す
る

頂

失
は

計

算
に

て

は

判
明

せ

ず
、

若
し

燃

磽
室
が

コ

ー

ラ

イ

ト

を

燃
す

に

都
合
よ

ー

設
計
さ

れ

居

れ
ば

託
臺

狽
失
は

な

き

事
と

な
る

放
に

汽

罐

　

及

逼

然
器
の

み

の

能
拳
が

六
三

％
の

時
特

別
の

損

失
に

對
し

正

誤
ナ

れ
ば

次
め

如
し
。

　

　

汽

醸
及

遒
熱
器
に

て

得
ら

る

」

能

率
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

六

三
．

二

％

　

　

節

炭
器
に

て

得
ら
る
」

能

率
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

凡
一

〇．
○

％

　

　

汽
罐甲
の

第
一
の

バ

ッ

7

ル

の

處
の

友
は

凡

五

七

％
の

未
消

饗
炭

棄
を

含
む

、

　

　

純

友
は

總
燃
料
の

→
ご
・

五

％
に

當
る
、

茨
の

三

〇

％
は髄
此

所
に

て

集
め

ら

る

る
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故

此

原
因
に

よ

る

損
失

は

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
　

五
．
七

％

熔

津
を

生
ず
る

爲
に

炭

酸
瓦
斯

は

凡
一
二
．

五

兆

榛
た

る
、

若
し
そ

れ

が

出

來

ざ
る

な

ら

ば
一
七

％
に

保

つ

こ

と

を

得
、

此
一

七

％
の

炭

酸
箕

斯
は
コ

ー

ラ

イ

ト

に

都
合
よ

く

設
計
さ

れ

た

る

燃
燒
室

を

有
す
る

と

き

生

ず
、

故
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

四・
0
％

APPENDIX 皿 ．　 eUR 丶逓三：工

PERC ドいG 匚 OFH 箪 r 廴・SS　8N　e 同 L凹烈 匸 6＾ S き

巳A5ED 　ON7bT ＾ L 白猷 TVA 雌 OF 鯱 RAGE 　eo＾ L

WTH 　PIF ドERENT 　PεRe 匡N ¶A6 日 s 　aF 　eo2 　tN 　GAs ε s．

6〔瑞

5（Vt

旬

30

低
き

炭
酸
武

斯
に

よ

る

能

雍
の

損
失

に
計

算
に

て

剣

明
す

　
　
　

約
八

三
．
○

％

・
魅
焼
室
の

床
上

の

燃
燒
に

よ

る

損
失
の

如
き
計

算
に

て

剣

明
せ

ざ

る

も

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

凡

三
．
O
％

．

能
攀
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

六、
○

％

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
附

鎌
二

及
三

は

曲

線、
一

及
二

％

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
附
録

、

四
、

こ

れ
は

英
國
セ

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
縦

　

　
フ

ヰ

ル

ド

に

あ

重
ド

ガ

！

　

　
　
　
　
ア

ー

レ

ン

命口
訃牌
よ

り

來

れ

る

手・

　

　
　
　
　
紙
の

嶌
に

て

其
所
の

再

熟

爐
に

信゜

2α髪叫
」

謦
喚

二
晦

lo

．
O

了OO600 ’F500
’
F40D

’
F3  F

」
｛

8
茎

卜

話
工
」

昌
β
zo

聴

超
。

」

ト

五
工

工監鯉 旦二 〇 FF 」U ε G丑L§二f

雑

録

コ

ー

ラ

イ

ト

を

試
驗

し

た

る

こ

と

を

述
べ

あ

り
ゃ

　
前
略

コ

ー

ラ

イ

ト

は

タ

ー

ボ
・
パ

ル
。ヘ

ラ

イ

ザ

ー

用
の

燃

料
と

し

て

優
秀
な

る

も

の

な

り
。

鋼

鐵
一

噸

を
熱

す

る

に

要

す

る

漕

費
景
は

實
際

吾
々

の

使

用

す
る

他
の

粉
繰

と

同
じ

な
る

も

コ

ー

ラ

イ

ト

粉

末
は

重

要

な

る

二

っ

の

特

色
即

ち

含亠
灰

量
の

少

な

き
こ

と

（

凡

七

％
）

及

含

水

量

も

亦

少
な

き

こ

と

之
な

リ
、

含

灰
黶
の

比

較

的
少

な

き

こ

と

は
烟

逍
の

掃

除
の

勞
が

省

か

れ
、

又

含

水

葉
の

少

な

き
〔

二

％
）

も
の

は

容
易

に帽
樹

末
に

す

る

こ

と
も

可

能
な

れ

ば

實
驗
に

て

は
コ

ー

ラ

イ

ト

を
用
ひ

て

爐

＝
ハ

七
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雑

　
　
　
　
録

の

灘

度
が
一
、

四

〇
〇

度
（

攝
氏
）

に

昇
れ

り

今
迄

吾
々

が

用

ひ

つ

」

あ
る

熔

解
温

度
は

之
よ

り
み

れ

ば

低
く
て

約
一

、

00Q

乃

至
一
、

二

〇

Q
度
（

攝
氏
）

な

リ

パ

ル

ベ

ラ

イ

ザ

ー

に

・

ー

ラ

イ

ト

を

用
ふ

れ

ば

鋼
鐵
一

噸

當
り

燃

料
滯

費
量

は

讃
・
三・

な

り

他

の

二

種
の

粉
炭
を

川
ひ

し

も

其
稍

費
貴

は
同

樣
に

て

訟
o
毛
P

な
り

き

蕾
型
の

無

烟

炭

爐
に

繁

選
緬

範
薮
ガ
同

難
製
鶴

鐸
鶴
鐵
影
艶

ぺ

か

ら

ず
、

若
し

吾
々

が

鋼

鐵
の

讐
通
の

性

質
の

も

の

を

作
る

な

ら

ば

更

に

淌

費
量

が
一

僮

毟
芒
・

・
ん

吾

萎
−
フ

・

・

粉
・

就
・

・

得
・

・

饕
ξ
ボ

、

｝

バ

ル

ペ
・
7
イ

ザ

ゐ
如

き

過

度
の

淌

粍
は

謦
ざ
り

き
。

（

シ

ー
．

。

，
．

ニ
リ
ッ

L
　

　

國

際
沛
體
燃
耕

會
謹

変゚
硫゜

ミ、
§°
守・、
；

β噸
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